
ホイヘンス・フレネルの原理を波動方程式に結びつ
けたキルヒホッフの回折積分により数値解析を行い、
観測点Pでの振幅、位相を求め、受信波形を求めた。

表面SH波の受信には変位伝達率Kを考慮に入れた。

表面を直線状に伝搬した送信波と計算で求めた受信
波の伝搬時間差から表面SH波の伝搬深さを求めた。

表面SH波音弾性による圧延鋼板材の残留応力測定
-T形表面SH波センサを用いた表面SH波の波動伝搬経路解析-

近年、大型構造物の大変形や破壊事故が多数報告されている。残留応力の値を正しく評価することは、
構造物の安全性・信頼性を確保する上で重要である。残留応力を測定する有望な方法に音弾性がある。
本研究では、音弾性に表面SH波音弾性を用い、表面SH波の伝搬経路を解明し、高精度な残留応力測定
を行うことを目的とした。

研究背景・目的

まとめ
表面SH波の伝搬深さは、T形表面SH波センサの周波数、受信子間距離の組み合わせで任意に設定できること
が判明した。また、表面SH波音弾性応力測定時に組織異方性の影響を受けることがわかった。これより、
圧延鋼板の板厚毎にT形表面SH波センサの周波数、受信子間距離を適切に設定することで、高精度な残留応
力測定が可能になると期待される。

無応力状態の軟鋼SS400(板厚6mm,9mm)において応
力を測定し、組織異方性の影響について調べた。
また、斜角SH波音弾性の関係式から計算により、組織
異方性の応力換算値を求めた。

関山 光晴


